
風対策：ヤマ

武蔵野の落ち葉堆肥農法三富新田を参考にした農村計画

畑の茶の木などが
風による土壌流出
を防ぎます。

けいはんちゃ

周囲のヤマと連なり地
域で防風帯となります。

農業に適さない土地で
作物を育てるため、先
人の知恵が詰まってい
ます。

農具の材料などになる竹、
建築資材となるケヤキなど
を植え、防風林としました。

風対策：畦畔茶

風対策：屋敷林

畑地

屋敷地

ヤマ
（平地林）短冊状の地割

萱
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植
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かつての三芳のヤマ掃きの様子（昭和 45 年）。三芳町を含む武蔵野地域では平地林を「ヤ
マ」と呼び、落ち葉を「クズ」と呼びます。そのため、落ち葉掃きのことは、「ヤマ掃き」
や「クズ掃き」と呼ばれる一家総出の冬の重労働でした。

受け継がれる、三富の知恵
世
界
が
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た
農
法
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落
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葉
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世
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ら
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築
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上
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ら
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。
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住宅集落住宅集落

畑作地畑作地

▲サンペドロ村の砂漠化防止の前（左）と後（右）

➊�道に近いところに住居を立て奥に
向かって農業ができる
➋奥の尾根筋に防風林を造成
➌�植林と農業経営の組み

合わせ

三富新田
（日本）

サンペドロ村
（チリ）

ヤマヤマ
（平地林）（平地林）

屋敷地屋敷地

畑地畑地

三富開拓は、農業を行うには非常に厳
しい自然条件の土地で作物を育てるた
め、一軒の敷地を短冊状にして屋敷地・
畑地・ヤマ（平地林）を配置。ヤマに
は堆肥に適したクヌギ、コナラ、エゴ
などの木を一から植えて、落ち葉を堆
肥化して土壌改良を行いました。

現在「いも街道」と呼ばれ
る道（県道 334号など）の
両脇のケヤキの木は並木で
はなく、屋敷林の名残です。

幅6間の道
幅6間の道

三富新田関連年表三富新田関連年表

開拓後の上富村の絵図。細長い短冊状の土地に、年貢を納める人の名前が記されています。（「上富村地割絵図」※部分 多福寺蔵）

延暦 24年
（805年）

9世紀末～
10世紀前半頃

元禄 6年
（1693年）

元禄 9年 5月
（1696年）

同年 8月

昭和 37年
（1962年）

平成 26年
（2014年）

平成 27年
（2015年）

令和 2年
（2020年）

令和 8年
（2026年）

寛延 4年
（1751年）

元禄 7年 7月
（1694年）

・�坂上田村麻呂が蝦夷征討の
際、現在の上富地域に木ノ宮
地蔵堂を創建（伝承）。

・�『伊勢物語』で三芳町の周辺
の情景を「みよし野」と詠ん
だ歌が記される。

・   �近隣の村々が採草地として
利用していた、後の三富新
田にあたる「立野」に対して
周辺9か村が川越藩を相手
取って幕府に訴えを起こす。

→�幕府の判断で立野が川越藩
の領地であることが認めら
れる。これにより立野の開
発が始まる。

・�検地が行われ、三富新田がで
きる。

・�多福寺、多聞院が建立される。

・�三富新田が「三富開拓地割遺
跡」として埼玉県指定文化財
の旧跡に指定。

・�「武蔵野の落ち葉堆肥農法」
を世界農業遺産に初申請。

・「�武蔵野の落ち葉堆肥農法」
を再申請し、平成 29 年に
日本農業遺産に認定。

・�「三芳町川越いも振興会」が
第 54回農林水産祭のむらづ
くり部門で天皇杯を受賞。

�・ � 「武蔵野の落ち葉堆肥農法」
を世界農業遺産に申請（4度
目）。

・ 三富新田開拓から 330 年三富新田開拓から 330 年

・�南永井の吉田弥右衛門が、上
総国（現在の千葉県）から
さつまいもを導入。その後、
近隣の村に伝わる。

▲▲�認定記念式典の様子�認定記念式典の様子

令和 5年
（2023年）

→�「武蔵野の落ち葉堆肥農法」「武蔵野の落ち葉堆肥農法」
が世界農業遺産に認定が世界農業遺産に認定
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